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平
成
氾
年
第
4
固
定
例
会
が
、
利
用
回
目
か
ら
吃
向
付
同
日
ま
で
の
向
日
間
の
日
程
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
術
正
予
鍔
な
ら
び
に
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
市
長
提
出
議
案
悶
件
、
綴

員
提
出
議
案
2
件
を
宮
町
識
し
、
討
論
〔
質
成
H
市
民
自
由
ク
ラ
ブ
、
反
対
日
日
本
共
産
党
千
葉
市
議
会

議
員
団
)
が
行
わ
れ
、
市
街
地
局
開
発
事
業
特
別
会
計
繍
正
予
算
な
ど
3
件
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数

に
よ
り
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決

・
象
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
千
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
設
置
管
理
条
例
の

一
部
改
正
の
議
員
提
出
議
案
に
つ
い

て
は
、
質
成
少
敏
に
よ
り
、
否
決
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
意
見
書
れ
件
、
請
願
1
件
を
審
議
し
た
ほ
か
、
各
会
派
の
代
表
質
問
が
7
名
の
議
員
に
よ

り
、

一
般
質
問
が
9
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
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av

i忌

総
額
二
十
二
億
七
千
八
寵
万
円
の

繍
正
予
算
を
可
決

予

算

本
一
般
会
計
繍
正
予
算

子
育
て
支
緩
の
た
め
の
子
ど
も
ル
ー
ム
笠
備
費

の
ほ
か
、
消
防
総
設
笠
備
資
お
よ
び
市
営
住
宅
建

段
窃
築
践
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
地
域
雇

用
創
出
特
別
交
付
金
事
業
賀
、
さ
ら
に
、
災
害
対
策

の
た
め
の
救
急
殺
動
資
機
純
益
備
費
や
牛
海
綿
状

脳
症
対
策
経
貨
な
ど
に
、
合
わ
せ
て
十
三
億
七
百

万
円
を
追
加
し
ま
す
。
こ
の
財
源
と
し
て
は
、
図

餓
支
出
会
三
億
四
千
百
万
円
、
諸
収
入
四
億
円
、

市
債
四
億
三
千
九
百
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
職
員
の
総
与
の
改
定
な
と
に
伴
い
、
三

億
六
千
九
百
万
円
を
減
額
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
三
千
四
百
五
十
五
億

六
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

本
特
別
会
計
補
正
予
算
(
企
業
会
計
を
含
む
)

市
街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計
に
、
十
四
億
四

千
七
百
万
円
を
追
加
し
ま
す
。
ま
た
、
病
院
事
業

会
計
な
ど
4
事
業
会
計
で
、
合
わ
せ
て
一
億
六
百

万
円
を
減
額
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業
会
計

を
含
め
た
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
三
千
三
百

十
億
二
千
八
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

条

例

*
政
治
倫
理
施
立
の
た
め
の
千
一
泉
市
長
の
資
産

等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
の

一
節
改
正

本
政
治
倫
理
由
限
立
の
た
め
の
千
葉
市
説
会
の
獄

員
の
資
産
世
帯
の
公
聞
に
関
す
る
条
例
の

一
部

改
正

商
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
資
産
等
報
告
書
へ

の
記
載
事
項
の
一
部
を
変
更
す
る
た
め
、

2
つ
の

条
例
の
一
部
を
そ
れ
ぞ
れ
改
正
し
ま
す
。
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*
千
葉
市
公
益
法
人
等
へ
の
総
員
の
派
遣
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派

遣
等
に
関
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
い
、
公
益
法
人

な
ど
へ
の
脇
員
の
派
遣
の
適
正
化
お
よ
び
手
続
き

な
ど
の
透
明
化
や
職
員
の
身
分
取
扱
の
昭
健
化
な

ど
の
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

《
町
の
区
域
お
よ
び
名
称
の
変
更
》

本
源
町
第
二
土
地
区
画
謹
理
事
業
の
換
地
処
分
に

伴
い
、
若
葉
区
殿
台
町
の
一
部
の
区
減
を
源
釘

に
変
更
し
ま
す
。

*
千
葉
都
市
計
画
事
業
お
よ
び
市
原
都
市
計
画
事

業
・
千
原
台
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分

に
伴
い
、
市
原
市
よ
り
編
入
さ
れ
た
区
域
を
録

区
大
路
野
町
に
変
更
し
ま
す
。

《土
地
の
取
得
》

本
野
呂
調
整
池
(
仮
称
)
の
用
地
と
し
て
、
若
葉

区
野
呂
町
地
内
の
土
地
を
三
億
=
千
万
円
で
取

得
し
ま
す
。

《
工
事
請
負
契
約
》

事
長
生
郡
長
柄
町
に
建
設
す
る
少
年
自
然
の
家

(仮
称
)
の
外
側
鐙
備
工
相
場
を
九
億
二
千
九
百

万
円
で
行
い
ま
す
。

手日

解

本
一
白
口
再
開
発
事
業
に
お
け
る
繍
飽
食
請
求
仮
処

分
申
立
事
件
に
つ
い
て
、
十
四
億
四
千
六
百
万

円
で
和
解
し
ま
す
。
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常
任
委
員
会

ロ
月
4
日
に
聞
か
れ
、
市
長
提
出

議
案
氾
件
、

議

員
提
出
議
案

1
件
、

請
願
1
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
市
長
提
出

議
案
は
可
決
と
な
リ
、
議
員
提
出
議

案
の
千
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
訟
鐙

管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

~ ~ L 

総
務
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
や
千
葉
市
公
益
法
人

等
へ
の
磁
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
制

定
な
ど
萩
案
9
変
』
寝
室
し
、
緊
急
地
峨
応

用
創
出
何
割
交
付
金
事
業
に
関
し
、
明
録
が

平
成
同
町
年
度
ま
で
廷
長
さ
れ
た
育
園
京
お
よ
び

図
に
対
す
る
自
治
体
な
ど
か
ら
の
妥
望
の
状

況
、
本
市
の
失
業
者
の
実
態
な
ど
に
つ
い

て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

保
健
下
水
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
や
野
呂
調
翌
池
(
仮

砂
)
の
用
地
に
係
る
土
均
の
取
得
な
ど
議
案

3
件
、
翁
願
1
件
を
審
査
し
、
野
呂
網
整
池

用
地
の
取
得
に
閲
し
、
総
事
築
制
凪
お
よ
び
事

策
帽
旬
部
官
、
当
骸
地
織
に
お
り
る
浸
水
被
害
状

況
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
.

環
続
建
設
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
の
議
案
1
件
を
審
査

し
、
緊
急
地
域
震
用
創
出
特
別
交
付
金
事
業

費
中
、
歩
道
ク
り
l
ン
華
麗
一に
関
し
、
現
在

の
歩
道
に
お
け
る
洛
婦
お
よ
び
コ
ミ
の
状
況
、

自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
と
へ
の
抽
出

務
委
託
の
考
え
の
有
議
な
ど
に
つ
い
て
、
鎌

田
町
か
あ
り
ま
し
た
。

経
済
教
宮
門
委
員
会

一
級
会
計
術
正
予
鍔
と
少
年
自
然
の
家

(
仮
ね
}
外
時
間
整
備
工
盟
申
請
負
契
約
の
議
案

2
件
を
審
査
し
、
少
年
自
然
の
家

(
仮
称
)

外
崎
鐙
備
工
事
に
関
し
、
調
釜
池
の
笠
備
に

お
け
る
谷
海
自
の
保
全
に
向
け
た
配
慮
の
有

線
、
長
柄
町
と
の
町
道
塗
備
の
協
版
状
況
な

ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

fig~周M治 {仮J事) 建設予定絶{若ìI'I区野呂田J)

都
市
消
防
委
員
会

一
般
会
計
揃
正
予
算
や
市
街
地
再
開
発
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
3
件
主
設

置
し
、
市
街
地
一
縄
開
発
事
業
特
別
会
計
係
正

予
"
と
西
口
湾
問
発
事
幾
に
係
る
和
解
に
関

し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
内
窓
、
和

解
に
至
る
ま
で
の
経
緯
な
と
に
つ
い
て
、
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
・

な
お
、
常
任
高
官
員
会
に
お
け
る
所
管
お
務

調
査
は
次
の
と
お
り
で
す。

少年自絵の家(仮1事}完成予Z書留{長生館長柄町}

彩
子
一世間
市
|
T
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
黍

案

に

つ

い

て

(

総

務

妥

員

会

)

ホ
平
議
市
交
通
パ
リ
ア
フ
リ
l
g窓
側
謬
に

つ
い
て
(
現
段
岡
崎
設
委
員
会
)

*
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
窓
輿
に
つ
い
て

(
経
済
制制
雪
雪
員
会
}

特
別
委
員
会

少
子

・
高
鈴
化
札
紅
会
対
策
調
査

特
別
委
員
会

内
同
月
初
日
に
閲
か
れ
、
問
委
員
会
に
先
立

ち
行
わ
れ
た
少
子
・
一
品
齢
化
社
会
対
策
調
査

特
別
委
員
悩
議
会
で
の
子
育
て
支
綬
施
策
に

関
す
る
専
門
家
を
沼
い
て
の
勉
強
会
に
続
い

て
、
怠
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

自主

質

問

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
が、

m
M
月
刊

日
か
ら
旧
日
の
3
日
間
に
9
人
の
議
員
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
一
な
質
問
項
目
は
次

の
と
お
り
で
す
・

。
市
民
参
加
の
方
法
に
つ
い
て

@
保
健
、
医
療
、
福
M
U
行
政
に
つ
い
て

@
障
害
者
問
題
に
つ
い
て

@
福
u
u
の
充
実
に
向
け
て

@
関
波
行
政
に
つ
い
て

@
湾
同
同
行
政
に
つ
い
て

@
将
来
に
夢
の
も
て
る
農
業
の
飽
策
に
つ
い

て
@
モ
ノ
レ
ー
ル
に
つ
い
て

@
千
吋
巣
市
の
問
問
物
館
に
つ
い
て

西口縄問先事案l車内(JR千葉駅西口}

(要旨)可決した意見書玩Ct〉セコーナー

E査員鍵出議案として11件の意見雷を窓威し、次の

1件を可決しました.可決した意寛容は、関係行政

機関に提出しました.

骨髄バンクの利用に関わる
医療保険の適用を求める意見書

箇に対し、患者負担の軽減と傍隠パンクm~震の安

定的な後進を図るために、下ga努項の実現について

強く要望する。

4傍聴のこ・案内

平成J4筑1固定例創立、 2周20酬

に閉会する予定です.

本会議は、原則として公開していますの

で、どなたでも傍聴でき去す.

傍聴l正、本会疏の当白、窓会保1~Iで受
tt何けています.

会議の詳しい臼砲は、 2月15日倒に決

まる予定です。
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1 符能移植に使用する傍鎚5iを医1M保険点数の対

訟とし、骨髄パンクを介した骨髄提供における患

者負担金を解消すること。

2 海外の骨髄パンクから提供される骨髄に対して

も、園内と同僚の級いとし、 怠幸喜負j旦を解消する

こと。

3 i!t随パンクの運営経費を函康補助力、ら、医S安保

険会計によるものとすること。

41字版と録音版(テープ)の

市議会だよ り

自の不自由な方に、市議会の活動をお知

らせするため、fちlま市議会だよりjの点

字阪と録音版 {テープ}を作成しています.

ご希望の方t;t.ご必絡くどさい.

本市Z首会のホームページでt;t、主主積回程や会規Eの結果、"'fi!員会のし

くみ騒員名簿などを織隠しています。

さらに会怒録の検察と閲覧もできます.

毎定例会のm量や篠決結果l立、できるだけ速やかに更新し、タイムリ

ーな情報をお届けいたしますので、より多くの市民の方勾に7クセスし

ていただければ幸いです.

ホームページアドレスは次のとおりです.

http://www.city.chiba.jp/gikai/ 

なお、 f会議録の検索と閲覧jに直銭アクセスされる方i立、次のアド

レスとなります.

http://www.db-search.com/chiba-cf 

表
紙
に
旧
向
総
し
ま
し

た
写
真
は
、
什
周
回
目

に
行
わ
れ
た
、

2
0
0
1

窃
脚
帽
子
葉
駅
伝
・
女
子

の
篠
子
で
す
@

今
回
で
日
回
目
を
迎
え
、
本
市
の
初
冬

の
名
物
と
な
っ
た
国
際
千
葉
駅
伝
に
は
‘
男

子
・
女
子
各
市
か
固
に
千
策
遜
掠
を
加
え

た
向
チ
l
ム
が
移
加
し
、
千
察
県
総
合
迩
す

動
窃
陸
上
競
妓
悶
を
発
諸
点
に
・
ポ
l
卜

ほ

タ
ワ
l
、
稲
毛
海
浜
公
園
、
草
食
新
都
心
、
は

千
葉
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
を
巡
る
、

m
M

・

伺

1
9
5同
を

1
本
の
タ
ス
キ
で
つ
な
ぐ
、

世

剖

界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
逮
に
よ
る
察
附
ら
し
揃

い
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
・

同

小
春
日
和
の
中
、
沿
道
に
は
多
く
の
市
何

回
目
が
応
慢
に
駆
け
つ
け
、
力
強
い
走
り
を

山

見
せ
る
選
手
に
多
く
の
声
緩
が
送
ら
れ
て
い

馴

ま
し
た
。

r
h

日
本
男
子
は
絡
し
く
も
2
位
で
し
た
が
、
結

女
子
は
大
会
叩
湾
問
を
達
成
し
、
千

彼
女
子
も
昨
年
を
上
回
る

5
位
と
大

で
し
た
。

「ち
ぱ
市
議
会
だ
よ
り
』
発
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先
協
会

m務
局
調
資
録

会

0
4
3
(
2
4
5
V
5
4
7
2

多静
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